
d 一 1 『▽

＝ご霊NJ ' ｰ

一一 －－

L〃 ‘ 詞

1

－＝・ ~ 一■ 一
一

＝

LP‘、アー

ｰ---- 巳

4

～

h

’
I

可

P

｡

型

マ‘.ー

』

I

q

」
I F



．-－二一一
－－ ←

」

J 』

1

未

| ， 9

ル

,〃

色
。 つ

、
ｆ
ｒ

q合

；
､

～

ｰ 二一
一一

-三
ｰ

ｰ

ー

■

『I
、

旦

〃
可

、

‐ 望
つ

一

一

一
一
一

亀
一

L

‐

民 一 二戸

→

】

r
P

I



a

■

_ _ －－－

一

ー 一一 ■ －ーｰ

－
－

一己

｛
メを

「
■

､

凸

》
》
勺 」

〆

房

の
’
Ｌ

I
’一一 一一



一一 －

＝一一三一－－－㎡ -－一一△一一一一 －－＝ー

、

覇

（

灰少一

冠イ一
・
一

一

→

、

B

』
、

一

●

-母、

鼠
の

を

弓I

|r

一
三

１
７
”
Ｌ

ｊ

け

一二

瓶I‐

み、

I 一一 --‘･ﾛ11~‐



マ ー－
ー 一

－

．． －－－－ 一一マローー エ一一一一一一一
－－－－

一

I

且

伝

零
こ 一

ハ一
《
随

、

1’
卜
哩

一
一
一

望
Ｗ
土
八
り

一

一
一
一

L 一

私 、
、
、
一
一

｜
’

、

一
一

一 一

－

、
、

一

ノ､
、

一

一
一
一

一

、
、

旅
一
戸

一
一

一

画

】二 』－

句
〆
Ｍ１

、
”

亘

■

Y

Ｉ‐ － －．－－ －－=--・一． ‐-‘.‘..-.‘■-－



一一一 一 一
一

一

一室 ロー－－一 －

■ 一 _一

一一一 一 一

〆

、

凸
剛
１
－

Ｊ
型
４
必

乃
離

■
制
ｉ
各
Ｕ
２
心
口
、
、

、

『

、
、
一
一
今
、
ゞ
一

1

、

、
今
ぐ
ぐ

1

や
ぶ
ｂ
箏
挙
づ
づ
℃
、
、
℃
⑪
二
ゞ
到

猫
の
訟
服
汐
人
眺
棚

L

や
幸
一

L

"腿 b

’■



Q
■

● - . 一 ■■11■Ⅱ■ 一口ー‐

■ －

一
一

里

望
、

．
Ｌ
ワ
づ
づ
琴

一

つ
ぐ
む
《
一
・
琴
一
、

《
』
、

℃
一
一
吻
心
奎
今
池

一
一
一
今
Ｌ
つ
ぐ
、

二一■
一

L

、
“

柚

、
今
↓
、
↓
奎
杢

つ
ぐ
垂
今
一
等
内

心
、
づ
づ

0~、今
、
↓
つ
、
一

内
Ｉ
卜
悼
，
つ
、
、
、

一
《
、
や
『
つ
つ
泌
夕

､

っ
筆
シ
や
ぅ
秒
全
一

尋

d歩f

‘;“ 11

1

の
れ

、
ｂ
も

、
《
ダ
つ
●

二
一

今
も

食
》
＆

■

。
。

（
b

「

や
＜

－，

h 一一一



一一一一一冨子昔二三一一
一一

一

－－凸 一一
－－

々

勺
P

。

W

4･j
，

む
つ
ユ
ー

い

Ｌ

↓

、

ぐ

ぐ

も

↓

琴

今

さ

恥

墾

、

い

垂
聿 、

心
・
《
“

一
つ
今

等
、
ぐ
●
剣

〆薊

；、

今
Ａ
必
″
側

｜〕一

1

（
酋
唇

I ＝

－－ ‐ --- ‐一 一 、~ロ ！ ．



‐一・‐‐ 一－－ ‐‐－－ ‐一言

一
室
旬
↓象

聖
一》〃

折
、 、

↓
つ

塔
基
１
も

つ

一
Ｌ
Ｕ

労と一九 一
つ

タ

■
勺

一
、 の．
‐

‐

毎
皇

、

つ
一

しぐ

一
一
垂
《
、
冬
學…

→

一
℃

九二
ｰ

卓

も

壷
、
ぐ
、
づ

乳
も

〕 勾
垂
一

》､
ぐ

《
、

､

二

今

~

､

ぐ
づ
、
ぐ
ぁ
獅

心
仰
の

づ
、

且

《
↓
一
ｂ
Ｄ
ｂ

℃
》 ’→

一
一
一
ｌ
０
口

シ
令
歩
．
』
》
‐
わ
●
‐
叩Ｉ

“
〃
６
１

可

一
も

■

、
今 ~1, ｝、 ’ﾉ．、二 二

－ ’－

－－－． －－－1－－一一一一一 一■■ ーーL一ｰ -- - ---.- - . -凸一一一
一

一凸 一一一



－罰
－ － －－．－－－一一

． マ －一

“

一
〃

＝ 箔 －ー

辞

拳‐

塁
今
、

、
も
も
蔦
碓
州
祇
＃
、
塾
↓
《

叫
為
如
夛

誌
、

今
勾
、
雫
、
垂

つ
『
垂
垂

今
一
℃
℃
づ
ぐ
《
↓

ａ
↓
、
一
奎
奎
一

0

、

聡唾
一 d 3

一
、
、 一

↓
℃
一
、 卿

琴
仙
仙
、
筆
、
こ
こ
参
嘩
奎
卜
斗

筋
／
霞
１
才
Ｊ
岨
Ｉ
発

奮

ｌ
ｌ
Ｉ
Ｌ
ｄ

1L

一
、
つ

一
今
今
一
、
一
、
℃

電
え
朝
鮮
椛
旋
の

、
℃
切
一
一
一
、
、
し
今

八
″
彰
Ａ
ん
却
納
″
ハ
ー
堀
依
川

ぐ
心
幸
《 ↓

、
つ
一

１づ
ぞ

寺
一
℃
↓
毎
杢

つ
心

零ミ

雰､、b

ll6

一
↓
、
℃
つ
》
勺
唾
色 〆

今
垂
↓
℃
輪
角
今
《

ミ
そ
ト

j》さ・
ヘ 。

今
や
つ
つ
、
℃

ぬ
ぐ

い
↓

、
ｆ
１
㈱

Ｊ
Ｊ
＃

“
、
ぐ
づ
、

↓
、
Ⅱ

、

二
‘

1



一一－
ー

一 －

ダ
〆

）

’
＝

､

卿
〃

〃

羨竪P]瞳 ヘ
|皇

■ 、

琴
’

ノ

ヲ＝

詞
』

6

●

’

）
て

一一 I



一

＝堅‐

ー

ｆ
０
百
日
ｑ
も

u

１
ｔ
Ｐ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｒ

雫
三
二

’』

一

<”
ろ

一
℃ 一

一

？

、
一
一

‐ 鐸罰、一一

－1
．ご■｝

》
肇
毎
℃

一

一

、
一

一

一

ｰ

｛
一

づ →

、
》

0

1

１
ｋ

垣'’

" し7、
ヘ

今

一
一

■L
一
一

’ー ＝ 一
一一一 一 一 庁. ､岸. ‐ 『 ，-コ｡－＝ー■"ー



－

－－

＝

ー－－－－－手一一古一 ～一 画 一

■

1

承 ~

ハ今ぞ。 、

》
剣

、

‐

一

ロ ↓
今

ｂ
グ
、

◇
● ：

Ｆ
１ 幸

一
↓
一
》
、
、

● 、

1

●
■

〃
タン．

（ ロゴ
ト ,_,，

〃

V

《

窓

上n

P

j

一
、
↓
℃

ｊ

ム
ル
ー
〃
剛
刎
刈
り
后
Ｉ
が
‐
’
Ｊ

令
↓ 九

3
勺

口
一
一

街 式
、
｜
｝
・

で
つ
《
今

、
し

↓
，
希
Ｊ
今

ｐ

診
空
ハ
Ⅷ
Ｕ
１
〃
ｒ

の
。
，
、
１
１
Ｊ
‐
，
α

“
口
剛
幻

１

１

F

凶

、

ノ 、

行,､『
■

j ｢
F

■

■

、

，』

- -ﾕー ー

k
ご－

L－－
一

－－
‐-‐ －－－－ ． ‐‐‐ -.111■



－ －
－

■■■■■一 一－－ －－

巳

一
ｂ

一
”

L

L ■

毒
マ
マ
、
マ
や
づ

０

を、
毛
℃
●

、
ぐ

つ
つ
、
◇

忽
隻

蕉
星
の

、
ザ

つ
ぐ ロ

壬
《
向
つ
つ
●
今
屯
、
、

筆
、
』

ふ
ぐ
、
つ
脳
む
つ
も

づ
、
ヅ
、
、

今
←

I

0

ゅ
一

蜜
１
１

、
】
◆
つ

●

歩 千
’

つ
む
ぐ
魁

ダ 陸
、 つ

●
の
●
つ
守
Ｄ
Ｃ

’●

随
》
寺
一

幸
●
つ
つ
つ
卓
？

今
◇
今
●
喝
令
企
む

↓
つ

冬

、
今
●
℃
Ｄ
４
Ｊ

Ｉ

彪
や
‐
恥
価
，

ｂ

Ｌ

■

、

ｉ
‐
い
ぞ
、

廼
令↑

今

ｌ
」

■
、
二
０

己
、。

(7ノ

ルノ
ノ

ｊ
司
り
汀
〃

●

◇

■
盲 ０

●

。

ｐ
、

、
Ｌ

益
〃
⑭

､ 今
、
●
●

運ゞ
●
隊訓

ｊ
■
Ｆ

８
４
ｒ

．、

、
お

句

’可 ー ’一一

－＝一 訂



ー
『 戸

’
戸

0ラー手， ．，、ジ ザ 9
I 6

，週
P

d－の

少 記〃

ト

ク 9 189

〆

卓
４

＝へ

一

一 一

一へ-や’

、 〃

○ 〆 9 夕''

一

ク ャク ’〃 マ ク〃 、 〃 夕 p〃 ノ ウ ｰ
』

１
１

厚、ノ
L

夕 ， ● 夕

I 戸
へ

〆

、
一

〃 9 β 〃 ● 〃@ , 9 9

r(r-のぷ

、 が 〃 〃 診〃 ザ〃郵負

iS‐噂､一縄釜をe機､曇"、
一

一

●

■

一

1

､亀

』

」
『
一
』

《

』
■

一
へ

I

’ p p O O9 ，， I

へ
、
一

＝

9 ● 1 句 、
具ヤ ク〃

７
戸
へ

●
▽′ ● 9 夕’▼‐ 9

八余面白星R=
『善、昭一一忌雪～’

ヤタ

曇ノ’

■
１
１ ユ

色一



l■言

ヨ

9 9 、 伊 9 9 "fp * 9 1 9 " ●99、 ● も ，l

電是ご ‐“一一
手戸

』

賀、且

q

毛

● p 9

〆
'、／ 幻戸

〆
へ

局

心芦念乞ノ ■〆
点一一

' fり ．q 〃

、

へ夕

〃 ， ウ ク ● ◆ 含 ･、 事 9 ク

"禽曼＝
ゴ

L

､
〃

－茎マク ャ ぺ β ◆鼻 9 ●9 @

9〃夕、〃 9 ， 的｡翁、雀_皇0 ノ湧 夕 9 9

ヘハ｡、ノ
■

〃

1＝

、 ● 、 〃 9● ･9 p 、‐9

弩｛

● 夕

1

劃狸
'

秘 0 9 ●ﾔ ｬ ﾀｬ ？ 〃 タ

一むく、

●夕● 〃 少少 、 、 〃、 、 9 ▽』0 9 夕 ● 〃

里 云
司

一

一

（
、
、

竺

一

世

「
」

、黄

》
、一

首

｜
｜
、
、

一 「
一

ロ

、

倖
I

ダ

ー



巳
” I

ヨ

ぷ
ｂ

、

、’
ル
竪
抽
》
一
一
、
一
、
グ

川
鋤
訟

郷

働

靴
i』

と
り
北
派

一
一
竃
、

「
４

三
一

》
１
，
》
一
一
℃

↓
一

ｌ
ｂ
ｑ
Ｊ

1

、
ゾ
、
つ

小
帖
Ｌ
ｖ
ｒ
小
災
碓
？
艀

今
毛
む
げ
、
／

〆

一
つ
の
季
つ
げ
つ
む

℃
二
垂
、

}j

、
、
、

〃》

ｒ
‐
，
〈
や
季
菫
つ
一
彦
Ⅱ
Ｉ
■
Ｆ

こ

．
ｌ
■

、

乞
蝿
わ
く
〃
！

一

蕗

、
沙
今
今
℃
、
》

■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
日
■
■
１
咀
川
０
１
二
■
■
■
口
四
個
旧
回
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
０
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
Ⅱ
ｑ
■

ジノ

I j

ｰ《

〃 1

ｊ

ｌ
１，

肌
レ
マ

’ l

6ll,ノ

■ ----- ‐‐ ‐－．.‘･-----........,,－，..,..､--.- "----Fq ｰ_一一
‐.－- .---- 』 -竜一



’■

舗

亘
ｌ
Ⅷ
１
仙
剛
川
畑
叩
即
Ⅷ
叩
４

１
１
１

？

Ｉ

罫・

守

’1

1

6

1

Ｊ
恥
↓
↓
℃
、
一
一
↓
一

~し王→（、
も
１
日
券
４

→

－

－

↓
一
一
↓
℃
、
↓
↓

一
一
、
℃

一
や
γ
勿
一
、
可
叫
Ｉ
も
一
画
や
い
イ
ー
ｊ
伽
Ⅶ
一

し

幸

h

』仏

7，
‐功

4
、
や
一
、

ﾛ~

一
一 ’

、
イ
、

ゲ

イ
、
▽
、
夕

｜

｜

■

、
一
一

↓
一
つ
」
ひ
●
一
一
●

《
マ
マ
《
》
、
一
幸

、
、
Ｖ
、
イ
、トト
Ｉ

手
‐
マ
ｂ
▽
Ｉ

ド

｜
■

、
毛

0

ｂ

▲
＆
〃
〃
も
、
１
１

、
ワ
ヒ
、

、

今ご １
1I

’ー

－ ‐－
言



二
一一一 ー

FD■
。

－－一

や
ロ
』

や
《
《

1、

~
■

□

i'"

と一
一
↓
↓
一
玲
恥
↓

↓
も
ざ
岨
や
Ｈ
↓
も
寺
、
吟
脳
や
吃

、

一

奄
一
や

↓
、
、

一

一

一

J 《
↓
一
、
冠

棒 【

、 け

一
一
と
。
今
李
今
一
一
一

4 、
ワ

↓
’
ｖ
－
ｈ
噸
叩
、
↓
↓
つ

F

4

’
つ
一

’
1岡

》
、
つ
幸
一

■

ｌ

ｌ

ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ

ｌ
Ｉ
Ｉ

ざ
℃
》
↓
↑
、
琴
“
一
、

慾
‐

笹
縦
泌
職
延
一

《
《
↓
、
グ

函
師
脾
》
つ
つ

ろ
､：

為
９
５
斗
わ
、

イ
プ
ー

ー
↓
一

、
↓
道

、
賂
、
一
、

ア
ム
』
マ
、

』
ロ
一
へ
，
。
《
”
》
匹
〆
」
己
ワ
の
‐
国０

一
寺
、
。
、
‐

、

ぴ
、
↓
士

h
b

1(' 1
r
， 』

o） 今
《

I1
､号Ｐ

l'&
１
１m一一一 一一 ℃－－－－－－－－－－－‐－－－－．－ =L

一一

』－



－
一

雲菫

両

戸 一

ー

W、1

＝ノ

１
１

ノ

枇
な
績

↓
鳥
↓零

低
ｚ
ｄ

Ｌ
、
《
一
↓
一
一

ｋ
鮎
刷
皇
妙
陥

一
、
一

ろ
諺
入

’

壁一
ハ8，

胸三
宅二

綴二

審
J，っ

応

、
一
↓
一

一
一
一
一
一
一
一
一
、

ｂ
■
寺
ｂ

一

、

I

《
↓
一
、
一
一

ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
‘
ｌ
Ｉ
Ｉ
ｌ
Ｉ
ｌ
Ｉ
ｌ
Ｕ
ｊ
Ｈ
■
■
■
■

＞

の
土

一

一
、
、

、
、
つ
幸
一
鱒
℃

総
括
釣
Ｉ
一
ゲ
リ

、
ｖ
今
↓
ｖ
、
つ
一
、

垂邪
L､

詞

．’ 隅
動く盤』

n

IU I
U

‘）

一
一
、
傘

‐

｜

■ー、－－

喝
、虹 ． ワ 、

舟‘〃‘

ｰ一

’
1

一丁一一一L
●

。



ー

、
L

I
0

~

、

■

I

と一
庭二

号二

と‐

一

●

J

此司｝
ぬ：

）

ノ
､

ノフ
イロ

〆，
ィ芦、

鍋ﾙ．

一
、
、
刃
’
戸
Ⅱ
雌
、
》
、

く
弗
い
穏
展
と

雲
竜
型
、
〃
こ
づ
み
、
ノ
℃
》
や
も
グ
℃

↓
一
一
、
、

ゞ

強
奪

、
や繭

』
ノ
ヒ
マ
、
》
ハ
ー
ム
ワ
、
、

参
と
作

、

、
．
、
ｉ
労
り
℃
、
マ
マ
つ
や
つ
、
プ
里
毛

一
》
や
、
、
ダ

函

《
↓
℃

し
4

▲

今
一
道
ざ
、
《
、

↓
一

つ
一
、
、
、
、

"

、

－

‐

ろ、〆

″
を

可

↓
筵
▼
プ
ー

、
ザ
叩

い

－
寺
、
一

イ
、
、）Ｌ
Ｌ
４

１
１
■
９
ｎ
Ｐ

、
》
、
一
一
今
、
二
可

の 、

》
■
乱

、

今
』 勘

、
、

ｑ

い
〃
、
、
△
、っ

《
Ｌ

ワ
ハ
ソ
○
歩
、

1
、

一
日
、

Ｉ

、

I

1 11
q

二－■■L



1 ．

1-
j

で
ゞ・手

I
j
r

I｣

』！I

I＃

1k
脚
↓
一
，

１

■

冗
三
ご
刀

ｊ
ア
綱
知
り

外
ひ
侭
乞

洞

P

4
P■ 4、

g9mIこ
＝､

（‐
J

1
■

２

グ

画
Ｊ
〆
一

里

、
一日

１
ノ

リ院
ｉ
ｆ
ノ
切
り

恥'
、

一
Ｌ
つ
一
、
卓
一
一
一
一
↓
一
℃
↓
一
今

肋
淵
卵
妙
免
訊
浄
Ｉ
小
鴨
Ｉ
胤
叩
Ｉ

jj D
」 L

r

舟二■
一
■
■
Ｆ
ｒ
■

Ｉ
？
▽

一
垂
垂

j

』「
一

d

ノ 一

‐
Ｉ
ｒ
Ｊ

唾

I

Ｆ
変
牡
鮮
や
い

一
華
マ
ゾ
．
、
今
↓
一
一

｜ ’
》
、
、

』

ヨー

Ｉ
Ｆ

Ｊ

＠
在
．

0

画
一

７

」

I

、

〃ﾑ, VZj~

j3、
夕

P

今
づ
ぐ

い
く
４
Ⅲ
恥

、

↓

↓
↓
、

》

誘
一

一
一

」

似
、

子
規
且
■

且

》
一

二

、

0

_.__._‐ ‐‐ ‐~‘二ー



ー

一

『

二

J"つつ そ‐
女一
つ興、

し‐

か、
y一

11
l - D

きく『
■

I

つ
『
一
ふ
い
く
の

》
↓
つ
む
●

‐

」
〆 〃

〃

一
℃
、
、

/’

'&

1I
’

挙
争
グ
、
、
叩
余
，
ロ
車
、

一
』
■
勺
↓
●

ぬ
の
約
手
仇

℃」
ダ 削

唖
上
じ
マ
ザ
樟

4

F

」

’

－一言二k一一m『－－‘-‐ ‐－．‐



－マ宇一

一

『且〆
I

■

'良

ご

一
■
■
Ｉ
Ｐ
Ｉ
■
■
■
■
》

f

』

可

℃

Ｉ
〃
＆
垂
垂
↓
乏
麺

一

同 ､

易

壱
｜
J

k

琴
今
寺

可

、
↑
‐
も
薄
し

二

F

l
A
L

ロ
↓
》

１
１
ル
息
一
マ
マ
随

、
ぐ
・
麺
、
、
↓
↓
、

Ｉ

里
』

●

〆
軍
↓
↓
今
一
↓
↓
↓
、
〆
、
今
、
》
、

０

マ、

ｌ
ｌ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
Ｉ
ｌ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
ｐ
■
■
８
１
１
８
日
■

’

4）
ノ

↓
・
垂
、
》
↓
ｈ
今

つ
ぐ
Ｌ
、
１
．
埴

､

蚕ｒ

〃

ｄ

ｊ

『

r

』

』

』
百
一
一

〃
と
ゞ
う
い

可

■

グ

一
、

一

』

’
＃ 、

ｰ
『

＝－‐ ‐‐ 凸。

－コL
- t -一

－－コ一
一一 一

--- ----- ＝ ----.-- ----■ーご‐
一ゴニ ーー‐‐－－ ←



ヨ 垂
一

△－

8

分

4ﾄ

ろ
遥
心
ｂ

ｌ
医
－

一
一
ざ
、
Ｔ
っ
一

き
み
↓ 勺

零
、
、
、
一

つ
、
始
『
Ⅷ

《
》
圭
一
動
↓
〃
垂
一

典
垂
》
７
血
肋
》
、

勺

、、 『
、
畿
周
、
↓
↓
、

、

一

一

（

範
一

』
ー

ム、
、

》
、
、
、
、

《
》
〈
、
《
医
づ
》
↓
Ｌ
↓
、
↓
マ
ー
、

一
↓
つ
↓

》
一
、
《

１
１

『
、
、
、

↓
、
‐
、
、
壷
《
、

＞
、

〃、一
、
マ
季
↓

ﾉ、↓
《
、
》
迄

１
１
１

１

l→

~

→

ゆ

●

乙

マ
マ
、

ノ

、
エ
マ
ー
向

ｂ

、
、
漣
垂
、
、
、

ｒ

や

、
』
マ
マ
や
、
卜

や
、
争
齢
マ
、
今
つ
つ
つ
一

動 L

、

マ
マ
ぐ
づ
》
画
ｒ
ｌ
『
寺
●

|‘

Ｂ
■
■
■
ｒ
ｒ
Ｌ、

』
ｂ
Ｌ

、

’

寺
つ
、
、

口

、
写

、
、
〃

『

’
池
／
、
、

ｲノノ
~

’
-J
〆』 ﾐ
ﾀ、

●

弓

ー＝＝

一

－ －－－



－ｰ- －

－

，

1

－ 一一

一

、

■

、

も

I

鮠 ℃
彰
妙
葎
″
も
一
↓
》
一
一

１
１

勇
一
『
垂
口
哩
一
マ
シ
一
↓
、
シ

マ

。
‘
、
琴■

／

を
一
↓１

１
１
１

、

俗言

い
昨
脱
，

〃

を

琴

、
１
，
，
０
，
，
》
″
凪
、み

あ

う

〃
／
蓼
〆
咋
，
１
１
〃
起
勿
“
マ
リ
ｊ
夕

9ノ
‐

、
、
↓
↓
、
菫
、
『
、
↓
『
、
麺
、
勺
」
増

L
I

‐

＝

づ

→

I'

Z
『
、
↓

《
《
、
‐
、
や
ヤ
、
む
つ
ニ

マ
》

(‐
】

ろ
ゴ

タ

〃』
’

暗
マ
唾

、

１

７

１
１４
輿
Ｆ
Ｉ
Ｉ

幻
０
，
１
４
日
■
■

〃
“

寺
宅
つ
、

」
■■

、

’
■■

〆
』 I

■

1■一

可

ー

Jq
ー

一医

一一一一可 一一一



－1一
－ ユ宮

－
－ －

1

、

〆 ，

7

祠
、
。

や
L

で
』
一
》
一
一
一
通

、
Ｉ
ｌ
ｈ
Ⅶ
且
司

弓
、

で
《
一

、~
=う

ぐ
つ
↓
つ
、
、
、
一
』
一
ｈ
℃

↓

麺
寺
一
℃

L

、
輯
一
一

、
》
↓
、
一

量
；【

》

J●

一
↓
〃
睾
曇

一
一
勺

ノ

麺
画
《
暫
堅
″
（
い
〉
刀
餌
ロ
〃
“
吻
郁

の

験ｌ
‐
Ｌ
了
〆

一
Ｐ

↓
《
一
一

ｒ
ｒ
ｒ

ｌ

、
一
一
、
ぐ
め
、
》
琴
句
町

一

ｐ

、
一
↓
、
↓
、卜

、

→

ソリ
l'ノ

、

に
妙
鋤
ド

ー
、

一

慰

Ｉ

や

~

ｒ

Ｌ
Ｄ
Ｌ
１
Ｊ
Ｐ

Ｂ
山
ｌ
死
沙１

２
ｊ
〃
＆

ノ
ｆ
ｊ
〃
１

一
、
、レダ

1

． や、

j>･

#l -
』

〃
ｒ

刀
』

一

℃
‐
ヅ
、
、

／ 芯<『
「

4

J

’1 '’ 六
一

、
、
己

、
穴

且
▼
‐
ｇ
■
。
】
【

､

_F

ヴ

4
－ー＝

庁一二 ・ ､一一ー－

-口一・一一～ ＝‐ 1-
一



- － 冬-－－．－

、

を
J‘

ウー
凸

詮

、
グ
一
一

動

『
》
別

《

、
づ
マ
ー
辱
侭
’
一
》
、
薯
↓
一

、
０

亜

一

、
一
一
津
、

玲
軍一

一

い

－

－

参
、
Ｔ
‐
、
一
一
↑
鈩
争

、

零
１

、

八
４
回
写

Ｆ
』
■

空

一
、
可
Ｉ
Ｆ
や
ゾ
簿
マ
、

、

碑
｝
ぶ◇

『
一
一
］
画

＞
一
一

一
〆
津
一
一

ゴ
、
》
琴
》

久一
一
、

一
一
℃

1，

１
戸
ｂ
〃
グ
▽
”
Ｉ

'ﾉ）
y，＝

→

、
》
一

→

一
一
一
、

玉
〃
が
、
酬
則
Ⅷ
’
１
１
叫
凹
『
ｊ
ワ

ゲ
γ
参
観
脚 ’

， ） ‐

〉

を）

’

（

一
一

Ｉ つ
》
今
口

雫
朝
公
募
す

声

一
心
マ
、

あ

【ミグ
b

「 ・ 伊

I』 ,

、
｜

』

’
今

匡

､■伊

つ
、

」 「
」

__---..---一~一一一一一
一一一

』
一一一



－－－
－－．－－－－－ 一一一‐.－

0

I

ｄ
ｚ

Ｊ

ｆ

ゆ

’

百

勺

８

一
ｂ

ジ
ク

ロ

″

ｈ
Ｄ

可

Ｐ
ｄ

ｋ

、１

Ｆ

■
■

F

1

魁
の
っ
つ

漁
①

Ｉ I南
涙

．Q

■一”

l

g

q

可

男‐

11
－ ＆

， 唱

年

禍
0

､

■き
ち

＃

１
《
ｇ

負
剖
Ｏ

ｑ
ｒ
Ｐ

乞一
１
画

，
君 一

P

ゆ

Q

D0

D
＝4

F

を

〆
ｊ

も

一

〈 ﾛ

」1◆

毎【
1■■

J '' 』1
l 1、b

〆

Ｉ
I

「&

－

▲

P

f

つ

Ａ
Ｊ
っ

､

へ、
’ｰ

－－

』Lb････－－‐-‐－‐
一二 一一 一一－－

一

－



戸盲 一、
－－一＝－

－－ 一

■■一一 一

－－■ － －－＝

一

万
』

へ

、
、
《
今
つ

今
喝
、
Ｌ
猶
も
証
，
、
◇

Ｉ

》
↓
↓
、
雫
ぐ
℃

■
し 、

、
や
Ｉ
琴
垂
↓
ｆ
↓
追
牢
Ｉ
慨
↓
垂
も
今
↓
一

つ
毎
今
、

｜

h

己
７
Ａ
０

I

、
己
、
℃
、
や
つ

~

とく ＃

』
ヅ
、

＝

粥の 『
つ
つ

つ
１
口

』

一

Ｌ

Ｐ

今
、

つ
１
１
１

℃
ｊ
日
日
〃
ｒ
Ｉ
ｒ

Ｏ

Ｉ

渋
り
心
会
１
Ｊ
型
ｊ
■
，

一
ｍ
岬
ｗ
／
ｒ

、
、
一
、
、
一
「
℃
●
、

1

や
つ
今
つ
ぐ
↓
垂
づ
つ

『

ワ

タ

ワ

同
》

～
季
’
晶
令

今
堅
い
令
今

、
９
０
１
４
ハ
ハ
ゾ
心

～
し
刷
り
／
し

〃

詔多ノワ

〃

↓
今
、
、
己

E

1 '

ノ

l Fj

、
一
●
鷺

’

。
３
１
１
０

へ
》
’
八
、
」
小
く
い
判
、

’
グ
、

●

拾
ハ
ー
、

！
。
。

ぞつ
い
Ｌ
６
の
一

’

’
1 k

三

一二一一一■

」L-m■「‐一一 一一一 一一 b一一 ．ー－
一五 ー



L■ ■
一一

凸
ｊ
四
判

マ
ン
．
一

、

回

、

１
３
点
↑
曙
渥
唾
ユ
目
、

蛤

、〕I

7
1

一

狸

h

U

8

〆

4

oF

１ｃ
／
ゞ
刃
Ｊ
Ｌ
ｌ
岬
】
．
Ｉ

ｊ

ｌ
Ｊ

Ｉ

イ
℃
空
《
一

も
つ
一

読
沙
２
房

I
４
も
０
凸

℃
↓
ぞ
』
、
つ
塒
、
、
Ｌ
イ
罵
一
《
↓
、
、
恥
｝

I

〈
H

､。 』
』

わ
Ｉ
、
ノ
ー
、
ｌ
ノ
７
ん
Ｗ
Ｔ
－
１

１

『
刈
幻
“
例
〃

ラノ

7

4

』〆

6

1

巳

』『

j
』 し

薄
ゴ
ト
輌
岬
ｊ
Ｌ
雌
砿

』i
l ll

‘ﾉ I

4

1

１
１

ｊ
″
さ
″

'

Ｉ

■

■

■

Ⅱ

Ⅱ

日

■

Ⅱ

９

０

日

１

０

’

１

１

‐

１

１

１
１

℃
つ

｛r

l

、
一

「

1

「

」

△

宅
ロ

画
０
８
Ⅱ
同
〃
必
４
１

１

P

|’。

参
『

－-一一 ■イョ一

一~ ， ‐ －． ‐

＝ －＝一 ニ ーーーヨ ーー一一

‐- ‐ ‐＝＝-.------セーー－－－－－DII■■IIIIlllIlI■■■■､''一一一



I|■｢----‐ － ‐‐ ‐ トー.一一=： －‐ 一一.－－‐ L

＝ － － -－ －

｜
Ｐ、

１
，
紀
矼
Ｊ
Ｆ
ｆ

P

L

ノ

グ

〈
I 凸

一
↓
、

↓
魂
↓
つ
、
今
今

一
画

／

守
肌
１

I

K

沈乏
：
同

劣、
e－‐

ん

１
１

わ、 一

▼

』 宝、

Ｌ
ｒ

“
〃
ｒ
百
４
４
ｌ
Ｊ
１
ｊ
■
〃
■

心

脈
h

『り
り

嘉
も
つ
ぐ
む

b ー

'/ハ
I ・
わ．

〆

零Iし
つノ、 グ

、

’の、
今
↓

グ
℃’

1
』

、
つ
つ
℃
ぐ
っ
毎
簿
今

I1'!
『

●

0

句
、
↓
《

』
‐を

｜
●
ｐ
』
、
』
ソ

戸
Ｄ
Ｆ

Ｉ

」
、

刃
〃
〃

一

勺
？－℃一■－－－一--=｣L q

ー一

勺



－

－
－

q

－．－－ －－

可
マレ

1
●

、
今

１
Ｍ
塞
一
”
ａ
全

ウ
くし一

、
、肺Ⅱ

や烏

』

蛤

I
P

頭

ー■ロ

－

，
I．

■

‘’
一
■
▼
か

、

P

の同
旦

』

Ｐ
ｈ

』 ‐ くつ
1

一

’
八
１
ノ
到
唖
に
咽
ノ

F’ 脇
ウ

↓

１
斗

、

の
1

．

必

の』

「

寺．
’

/4》
グ

』L 一 －テーーマー一一一・一一一一一一一一
－

－－



~一
~

己
－

■■■－Z－

戚
勿
曹
卜

己
》
ロ
《
、

V

こ
■

１
Ｊ
ノ

一
一
』
、
↓

ず
い
賜
舟
”

篭《
、
上

ｊ
ｆ
、
ｊ
ク

〃
↓
↓池

・
↓
↓
一
』
《
仇
恥
暉

ｌ
ｉ 1

戸
Ｌ
、
Ｌ
、

「

／

』

7

M

一
蛤
、
、
唱
、
今
、
、
迂
勺
、
今

杏
j

「

、
↓
贈
↓
』
一

一

つ
Ｌ
Ｕ
■

グ

ー

Ｉ

~

）

Ｉ

柵
α
ク
ァ

、

７
１

，
｜
届
Ｆ
Ｉ
Ｉ
り
刑
〃
互
八
７
１

Ｊ

を、
Ｊ
遍
令
一
迫
っ
、
つ
冬
、

グ

ｊ
〃４

１
Ｊ

叩
Ｍ
○
八
Ｏ
Ｂ

Ｉ

膨
少
為
１
８
冊４

鳥
↓
↓
、
、
、

、
●

１
１
１
１
１

今
』
心
今

』
で
令
今

0

、
ノ

ノ

｛
つ
◇

1
k

』L
ﾛ.■■･--.-. - _一一一一一一

－一一一 一・一一 =--.．-‐ －－‐1‐~.｡'.一’宮一1

面



、

一
宇
ワ
嘩
刎
癌
０
１
弔
い
、
猟

、

１
１

１
９

ー－

■

１
‘
‐
‐
且
ケ
８
，
↓
、
今

‐
洲
脇
心
，

と

１
１
１
〃
．
》
、
今
ｖ
一
毎
イ
、
’
一
↓
↓
今

裁
酎
Ⅳ
、

棊
と 参 6 、

↓
一
、

一
一
、
一
一
一

一
期
出
矼
、
。
．

一
、
今
、
、
心

●

一
つ
つ

ぐ
“
判

や
一

ァ
や

＝

』

。

；
同〃

り
″
一

一
つ

↓
↓
一
一
つ

、
、
、

、延

』

１
１
１

'

１

１
１

I

印

』

ダ

。

ノあ
ｌ
ｊ
印

ノ Ｌ
一
ダ
、
《

↓
一
《，

″
妬
″
Ⅳ
》
〕
４

』 、
、
、
↓
《

ダ

》
Ｌ

ｊ

Ｐ
ｒ
Ｉ
丘
凪
■
Ｆ
ｊ
″
ｒ
Ｉ
ｌ
Ｉ

Ｉ

ｒ

↓
」
▼

↓
『
、
、

、
一
一

』

▲
Ｌ
Ｌ

Lハ

F■軍一
コ ゴ



日
日
■
ｉ
ｌ
１
１
１
０
ｌ
ｌ
ｌｆ

－－
■

’

－

心

〃

●
１
血
Ｉ
』
ヱ
バ
皿
禰
，
細
伽
暉
』

、'

､

'

、
、
《

ｈ
つ
↓

察
＃
飢

位
鯏
似

ｌ
ｉ

ｉ

ｌ

ｌつ
↓
↓
、

Ｌ
ｖ
，
、
に

、

一

一

つ
今 ↓

、
一
勺

ｑ
Ｊ
■
▼
』

兇９
１ 、、

口
千
↓
Ｌ
、
↓
一
脳

)、 一
↓ｊ

〃
の
０

ヶ
〃
“
芯
、
ア
肌
剛
０
８
コ■１

１

I

》え
■

、
一
一
、

一
一、 ‐

グ
、
‐
、
↓
式
《
心

Ｉ

■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
Ⅱ
日
日
日
日
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
１
８
０
Ｉ
Ｉ
Ｉ
１
Ｉ
０
１
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
１
と

一
一
、
「
、

っ
」
、
、

↓
、
，
Ｉ
ｊ
Ｔ
ｋ
い
つ
Ｉ

1

上、
』

ぐ
つ
↓
、

一
「

l

（
1

.タ
Ｌ
ｊ
、

･▲“

と
め
〕

1 、ノ
一
、
今

↓

つ

h

ｊ

つ
『
毛

1

1

煙
、
、

一

Ｉ

ｆ
ｈ
〆
宇
α
Ⅲ
閲
酔

－

y》
Ｏ
ｈ
ｌ

、
今

ｌ

Ｉ
Ｉ

ク
ロ
ー
レ
勿
口
■
Ｐ

－

ｉ
ｌ

ゾ
《

▲

‐

り

里

－

－

L
ー

P

一

一-一一■･ー一 一 －－＝



『 .･･’ --.....-ロロロロq■ ‘－ －－－－． 、 一一

F

p

I
’且

ク
ー
恥
０
一
一 ’

｡
』

『

』

ー

、

グ

仁
ざ

jf
dl■

'~へ

〆

ｰ

リ ー一且
百
日目つ

と‐ ‐塔I､伽_…‘L‐⑪

、

-の、
戸

竃
彦

訂

’

、

【 漣
＝

､ロ 、』

、
－

の
、

|り
ｉ
８
■
■
▼

０
、 ‐

、

！
、
心
、
軸
″
凸
参

ト
ハー

b今
、
ぐ
ぐ
↓
、

つぐ」『

' －
9

I
や 一

つ

ぐ

鼻
‐
く
わ

、P

P

グ

《
つ

ｌ

ノ

ロ
グ

・
１
１
い

》
塞
闘
卜

Ｉ ,、一

つ

、‐ ‐
一

曲
目

《

感
、
一

一
lh

《；、
今

一
℃

2■聖

IJ I
R

j

一
℃
今

、
や
、
、
』

さ
ん
ろ
猫

0

つ
、 、1

I

鞭ゞの．ハゾnb 、

一
、
、

一
電

‐

」

I ゾ
つ

へ

ろ、
‐１

個
〃
■
ｐ
ｎ
１

１

」

、

一
配

L 、
二

む

1
助
つ
り

、

、→
色

､ 1q
h

こ､－ ＝

〆り
し ‐

ごー

一
『

j

j，

一
」

1』

、世一一一 ■L 且



』

I
I

＝
－

－－－－－口一一一一一一－－一一一一一一一 . . ‐ ‐

8

1 1 .1 ノセ

▽

●

Ｋ
ｒ

I

色
、

‐

八
唖
◇小

遙
／

Ｉ

、

、

、
今
つ

や
室つ

一
↓
違一

の‐
、

プ

、

つ

、
Ｊ
〃
．
Ｕ
い
い
、

‐
、
Ｌ
可

‐
や
Ｉ
媚
・

ｉ

ｆ

ｌ

企
も

“
邸
例
妙
些
ロ
一
汗
，
Ｉ

↓
今
つろ

‘つ

0

0，

可

1

つ

l'
1

４

催

！
Ｄ
心
沁
陛
も
。
且
つ

Ｆ
６

。 ぐ

し〆画、人
I

つ
、
《

ｒ
ｄ
■

白
‐

ロ

↓
竃l

jj

１

，

○
一
”
ず
Ｄ
区
画
■
■
■
Ｐ
Ｐ

Ｏ
〆
’
ｊ
■
Ｊ
ｒ
ｌ
ｌ

＜7‐

づ

’ ぐ
今

つ

１

巴

１
１

●つ
●

。

I
●

当り

4 L
ー

ト
、づ

フ

水
を

、
一

跨
呈
型
鳴
’
１

１

、
I

卓
､

、
ざ
』
℃

雌
●

小 ‘、

i'
p

I Il
可

’
－百

I

11

略

、

ー

』可 ・一一 ｰ『－一一一一一

－＝－ 』



一

一座

｜｜少

△

L一 、
I

’
、

●

凸

｛
‘

4９
，
苧
、
今
、
今
今
今
雫
◇
垂

曇
る

I

を 色 鈴
ｐ

今
や
壷

Ｌ
、

今
』
空
謬
／
”
ン
、
、

つ
ぐ
、
今
↓
［
Ｎ
Ｎ

つ
今
つ
ぐ
毎
↓
垂
、
、
斗
公
〆
、
、
、

令
令
⑪
マ
マ
、
づ
ぐ
、
寺

l
K

I
、
イ
〃
鴬
＆
い
，
《

ざ
、
も
塚
也
、
》
俸
込
、
っ？

‐

L

1上
令
、
つ
つ
マ
マ
壬
込
心

つ
今
、
つ
今

」
■
国
軍
司
郎
‐
一
【
‐
０
馴
制
皿
。
‐
叫
凹
別
１
１
１
１
Ｉ
Ｉ
Ｊ
０
日
“
■
■
Ｉ
Ⅱ
日
日
Ｊ
■
■
Ⅱ
Ⅱ
日
日
Ⅱ

ロ
』

１
の
鹸
叱
で

４
Ｗ
９
ぺ

、
｜
毎 ら

》
今
、
一

Ｅ
Ｆ
Ｆ
や
ｈ

り

ぺ

や

。
、
。
つ

今
つ
む
一
つ

乙、 一
一
一

、

一
今
」
■
０

寺
も
一
今
今
、
心
、
』
Ｉ

、

腿
…

ト
ム
~

●

〃，

I

●
I

型

め
ノ
〃

つ

薯
塾

I

”
執
や
』

;リム
1 1

ノ！
、つ

、

ノ1
V

’

h

一ー庁一■■■･=一 一 ー

ー

一

産
ー

L －可－

_－ －－－ －－ －－ 一 一一一



９
，
妙
、
今
、
今
つ

・

参
る

ノ

エ

ー
へ
Ｉ
Ｉ
Ｌ
陸

一

１
１
１
１
陸
ト
ー

一

一 F－

、

ワ

ー
今
つ
つ
ぐ
勺
今

穐
恥
雌
か
肱
を
い
か

令
念
今
ゐ
参

●

、

（
《

イ

称ミつ

ぐ
ぐ
む
む
つ

今
金
つ
き
ぐ
ぐ
、
マ
マ
℃
今
今

・

ｂ

Ｒ

ｒ

今

幸
、
へ

、
つ。

今
錐
ク
唾
、
Ｊ

■
Ｑ
Ｕ
ｑ
Ⅱ

、

‘。

農
１
１

【

９
，

つ
、
寺
↑
典
‐
野
垂
》
つ
、
今

や
く
、
心

一
つ
幸
つ
令
今
、
今
一

■
の

〔
Ｎ
上
今
、
》
令
つ
今
マ
、
心

‘
I
|】

一
一
や
参
参
今
海
一
つ

、
追
彰
」
っ
雫
賠
、
っ
今
、
ざ

瓶
菫
↓
↓
今
今

Ⅱ

、

《
仰
リ
間
ｉ

0

ノ

つ
、
つ
や…や

も

つ
今
今
β
や
↓
◇
つ
つ
句

今
も
↓
士
幸
、
、
、
唾

I －
J

l

■

《

一
勺
、
一
１
Ｊ
し

勝
タ

陽↓

つ
ぐ
鰭

〃

、
ｉ
ｌ
い
い
扉
迄

一
獅
函
く
つ
』

や
、
、愛

つ
む
■

、

ノ
1

■

’ Ｖ
６
■ －_」



－－

一一‐

、
〆

。

ｌ

４
画 金

◆

b

て ざ
、
金
っ
↑
マ
ア
ム
、
つ
、
つ

つ
ぐ
、
や
今
↓
つ
一
一

〆
、

つ
む
つ
む
も
ノ

今
令
ぐ
っ
、
同
上
、
↓
今
今
、
Ｊ
、
今
っ
匹
垂
ツ
マ
才
勿

Ｌ
一
■
〃
Ｐ
や
」
■

k ） 両

ノ 《、

〈
や

Fq

L』

弘、

」

僖
咄
今
今
雫
、
、

《 、

ｌ
Ｌ
３
Ｊ
Ｉ
ｌ
ｑ
ｌ
匹
酔
、
▼

侭
い
〕
脚
刎
Ａ
隣
功
爾
ｊ
ｌ

、

惨
J

J

1

ゴ

（

〃

＞

●
、
●
今
寺
℃

参
、
寺
一
一
℃

I 剥
鉢
‐

、
》
、
』
ん
い
、

' l 参
り

Ｌ
ｊ
Ｊ
■
■
■
■
且
■
Ｈ
１
Ｉ
Ｈ
Ⅱ

こ
4■

I

」二



一一瓦一一一一一一一 －
qp

■

『､ ･

、 .4
ユ

弓

の
つ
つ
、
一

絃
び

わ
一

一

１
１

奄
塑

K

一
℃

E-

t'｡ 勺

凸

ｆ
皇

q且 ‐

一

：
‐

〃

‐ Ｆ
ｌ
ｌ
ｉ
Ⅱ
口
叩

＝
！
ｊ
今
』
》

一

（ KI ｣

､ I

。

一
↓
ぐ
つ

11・

ワ

I

1画 〆つ

垂
ぐ
む

つ
ぐ
幸
づ
つ
《

や 司陣

‐

鳥 旬。

●

つ
一

今 一

●

勺
つ一 ‐

壷 ー

、
‐

つ

今

＄‐ 一

ト

易二む

つ

。かつ

ゴ』

二
Ｆ
、

随 つ
の
口

一
列

左 ，
『

_..‘_._－－－－－－－－－－－｣



－－．－． － － ．- ・一 一1 －一一一

迫

声 』

伊

口

、
B

ノ 。
‐
つ
／
つ
今

ぐ
ぃ
い
つ
迫

輩
仁
涜

、
、
一
、
上
同

つ

一

今
つ つ

ぐ
一
一
、
一

一
↓
つ
ぐ
一
遥
写
》

琴

卜

心

ト

ー

、
‐
’
ん
、
伽
》
Ｌ
つ

』
の
今
玲
つ
参
、

ｒ

一
一
、
む
や
一
＃
ん
伽
ｉ
Ｐ
》
〃
や
、
参
、
↓
↓
｜
琴
今
今
や

１一
一

一
》
こ
毛

1
1

巳1

．’
k つ

、
ぐ
つ
、
垂

ｌマ
、
む
つ
つ
つ
今
、
今

今
吟
一
つ

〃
吃
と

可
心 、

↓
守
一
一
、
一、一

、
、
、

駒
ll

I(ノ

》
今
、
毛

一
つ
一
一
今
幸
一
参
◇
勺

、
一
喝
毎
マ
マ
心

お火今
●
、
一
参
つ
む
つ
一
』
◇
銃

。

つ
、
》
《

、
ぐ
七
、
口
つ

毬－琴
今
今
、
つ
一
℃

◇
参
参
つ
つ
む
め
嘩

マ
イ
、
》
一

１
ｔ
■
■
■

一、
今
つ
む
ぐ
、
守

L

峯
一
西
ロ

》
』
つ
ぎ
、
一

一
別
砂
雍

つ
金
●
戸

一
つ
、

Ｉ
ふ
り
い

つ
ぐ
、
叩

L

砧
っ
、

「 、

『 し
一

承
、

那
伍
ｒ

心
↓

Ｉ

雫
●

つ
、

■
P

み、||′ ゲ ，》 タ トダノ セ

_-, --.-.- 」L



－－－
一号

■
ｌ
Ⅱ
１
１
〃
Ｕ
ロ
ワ

一
生

、

口

可、！
●』

－

｝
■

巻
く

と、
ｂ
つ
ぐ

画
つ

､
、

ぐ
、
、
今
今
今
℃
今
、
今
可
、

勺
、
今
冬
今
㈲
つ

■

』

鞘爪込，

'いえ▲多這

鑿儲
強紋沈

zf'，

宵抑‘眠秘

１

期

／
つ
、
今
、

｡ 』

つ
、
今
勺
参

７
，’

凸

『

毛
１
Ｊ
〃
い
、
つ

い

頚
汀

|’ ､

~

》
つ
鞄
《
●
、
ダ
◇

垂
●
』

譜
識

１
７

卜

１
４
Ｊ

１
１

一

二

Ｆ
且
刷
″
（
Ⅱ
ゴ
ー
ｂ
ア
ハ
Ⅱ
○
画

－

〃
ｒ
Ｆ

〃
〃

一

ヶ1

1

一

一
℃
寺
印

”
戸

也
今
℃
一
毛
、
一

？
ｉ
ｉ
ｒ
Ｌ
Ｄ
ｐ
Ｐ

■ 心
、

。

F 4 "nF 4F FP 9
KJ f -' .

D 可

征
ノ、－ 1

ワ

｜
』 1

0 1

宮

、

＝
］

F

F I
r 七-，

1
､ﾛ

ニ

ー

ー

‐

１

、

’ 』‐
一一戸■

＝

一三一F君

-----‐ 一



…


